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行
財
政
改
革
行
動
計
画
で
は
、
職
員
の

意
識
改
革
の
象
徴
と
し
て
、
窓
口
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
来
庁
者
満
足
度
の
目
標
を

　
�
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
結
果
は
、　

８０

１８

年
度　

年
度
と
も
、「
満
足
」「
や
や
満
足
」

１９

と
い
う
回
答
の
合
計
が
約　
�
で
し
た
。

８９

　

こ
の
結
果
は
、
来
庁
者
へ
の
あ
い
さ
つ

を
こ
と
あ
る
た
び
に
指
導
し
て
き
た
市
長

の
姿
勢
や
、
接
遇
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

養
成
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
自
己
評

価
な
ど
の
活
動
の
成
果
が
、
表
れ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
意
見
欄

に
は
、
一
部
の
職
員
や
職
場
の
応
対
の
悪

さ
を
指
摘
し
た
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
全
体
の
レ
ベ
ル
を
さ
ら

に
上
げ
て
「
満
足
」
と
い
う
回
答
を
増
や

し
、
接
遇
の
落
ち
こ
ぼ
れ
職
員
を
な
く
す

き
め
細
か
い
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
意
識
改
革
で
は
、
全
職
員
が
勤
務
評

定
の
個
人
目
標
を
設
定
。
半
年
ご
と
に
、

上
司
が
目
標
面
接
を
し
て
指
導
す
る
仕
組

み
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
埋
も
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
職

員
提
案
制
度
の
改
善
や
、
職
場
か
ら
環
境

問
題
に
取
り
組
む
恵
那
市
版
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
活

動
は
、
取
り
組
み
が
遅
れ
て
お
り
、
本
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
経
営
」と「
協
働
」を
、
そ
の
考
え
方
の
基
本
に
置
い
た
当
市
の
行
財
政
改
革
大
綱
。

策
定
か
ら
２
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
大
綱
の
基
本
方
針
に
沿
っ
た

行
動
計
画
に
よ
り
、
集
中
改
革
期
間
と
し
て
数
々
の
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
行
革
の
目
標
で
あ
る「
末
永
く
自
治
体
と
し
て
存
続
で
き
る
自
治
体
運
営

の
仕
組
み
づ
く
り
」は
、
進
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
改
革
が
遅
れ
て
い
る

と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
行
革
２
年
間
の
検
証
と
、
さ
ら
な
る
改

革
に
向
け
て
の
課
題
を
考
え
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
間
の
主
な
取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

２
年
間
の
検
証
か
ら
見
直
し
へ

「
経
営
」と「
協
働
」は
根
付
い
た
か

市
職
員
の
意
識
改
革
は

来
庁
者
満
足
度
は　

％
８９

▲施設の状況を視察する行革審委員と市政モニター（藤花苑で）
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昨
年
度
に
策
定
し
た
財
政
健
全
化
計
画

に
基
づ
き
、
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
の
う

ち
、
年
利
率
６
・
６�
以
上
の
も
の
約
５

億
３
千
万
円
分
を
、
繰
上
償
還
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
高
金
利
の
市
債
の
繰
上
償

還
に
取
り
組
み
、
公
債
費
負
担
を
軽
く
し

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
の
各
種
委
員
会
や
審
議

会
の
委
員
報
酬
を
、
平
成　

年
４
月
か
ら

１８

１
回
当
た
り
５
千
５
百
円
か
ら
３
千
円
に

引
き
下
げ
ま
し
た
。
ま
た
市
内
に　

カ
所

５２

あ
っ
た
選
挙
の
投
票
所
を
、
昨
年
４
月
の

県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
、　

カ
所
に
統
合

４２

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
る
経
費
削
減

効
果
は
、
選
挙
１
回
当
た
り
約
３
百
万
円

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

を
実
施
し
て
い
る
た
め
で
す
。《
検
証
①

参
照
》

　

市
の
施
設
の
管
理
運
営
を
民
間
法
人
や

外
郭
団
体
に
委
ね
る
指
定
管
理
者
制
度
。

こ
と
し
７
月
ま
で
に
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

恵
光
園
や
ま
き
が
ね
公
園
運
動
施
設
な
ど

１
０
９
施
設
を
移
行
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
る
２
年
間
の
経
費
削
減
額
は
、
７

千
９
百
万
円
で
す
。

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
の
目
標
６
６
６

２０

人
に
対
し
、
現
状
は
６
２
４
人
と
な
っ
て

お
り
、
目
標
を
１
年
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で

適
正
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る

２
年
間
の
人
件
費
削
減
効
果
額
は
、
４
億

１
千
２
百
万
円
で
す
。

　

次
に
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
平

成　

年
度
で
２
４
４
億
円
を
目
標
と
し
て

２２
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
年
度
は
２
７
５
億

円
と
な
り
ま
し
た
。
適
正
規
模
に
向
け
て

な
か
な
か
小
さ
く
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

は
一
方
で
は
、
総
合
計
画
に
沿
っ
た
事
業

　

市
の
職
員
数
の
適
正
化
で
は
、
上
下
水

道
や
病
院
な
ど
特
別
な
会
計
を
除
い
た
普

通
会
計
の
事
業
に
従
事
す
る
職
員
数
を
、

平
成　

年
４
月
１
日
の
７
３
３
人
か
ら
平

１７

成　

年
度
末
に
５
４
５
人
と
す
る
目
標
を

２２
立
て
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
定
員
適
正
化

計
画
を
立
て
、
一
般
職
の
採
用
を
控
え
た

り
、　

歳
以
上
の
職
員
の
勧
奨
退
職
制
度

４５

を
強
化
し
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

財
政
構
造
の
改
革
は

施
設
を
指
定
管
理
に

検証� 予算規模の適正化は―東濃５市での比較

　恵那市の予算規模を東濃５市
で比べてみました。人口は、土
岐市と瑞浪市の間で４番目です
が、予算規模は、多治見市に次
いで３番目。人口で約６,６００人
上回る土岐市の約１.５倍と大き
くなっています。また平成１７年
度と２０年度との比較でも、適正
化は進んでおらず、逆に微増し
ています。予算規模の適正化

縮まらない予算規模
は、総合計画の事業実施とのバ
ランスもあり、単純に縮小でき
るものでもありません。しか
し、合併の特例として、合併前
の６市町村の合計分が交付され
ている地方交付税が、平成２７年
度からは、徐々に削減されるこ
とから、今後、人口規模に見
合った財政規模を目指すことが
必要です。

注１）人口は岐阜県人口動態統計調査。（Ｈ２０.４.１現在）
注２）多治見市のＨ１７当初予算は、多治見市と旧笠原町予算の合計。

▲施設統合により廃止となった旧上矢作学校給食センター

特 集

行 革
検

　

市
の
施
設
の
統
廃
合
で
は
、
平
成　

年
１９

４
月
か
ら
串
原
小
中
学
校
の
共
同
調
理
場

を
明
智
給
食
セ
ン
タ
ー
に
統
合
。
ま
た
明

智
町
の
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
を
長
島
町
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
に
統
合
し
ま
し
た
。
平
成　

年
４

２０

月
か
ら
は
、
武
並
保
育
園
と
藤
へ
き
地
保

育
園
を
統
合
し
、
新
し
い
武
並
保
育
園
と

し
ま
し
た
。
ま
た
上
矢
作
給
食
セ
ン
タ
ー

を
岩
村
給
食
セ
ン
タ
ー
に
統
合
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
市
の
施
設
の
廃
止
で
は
、
明

智
阿
妻
公
民
館
、
花
白
の
湯
、
岡
瀬
沢
研

修
セ
ン
タ
ー
、
山
岡
少
年
ふ
る
さ
と
体
験

会
館
を
地
元
に
移
譲
し
ま
し
た
。

　

民
間
の
同
種
の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
、

役
目
を
終
え
た
交
通
災
害
共
済
事
業
を
廃

止
し
ま
し
た
。
ま
た
、
し
尿
収
集
業
務
の

民
間
委
託
や
、
旧
恵
南
各
振
興
事
務
所
を

拠
点
と
し
て
い
た
ご
み
収
集
車
を
恵
南
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
で
の
集
中
管

理
と
し
、
経
費
を
削
減
し
ま
し
た
。

給
食
セ
ン
タ
ー
を
統
合

３５０

３００

２５０

２００

１５０

１００

５０

億円

 ０

東濃５市予算規模の比較
１４０,０００

人

１２０,０００

１００,０００

８０,０００

６０,０００

４０,０００

２０,０００

０
多治見市

億円

中津川市 土岐市 恵那市 瑞浪市

人口Ｈ２０当初予算Ｈ１７当初予算

１０９



広報えな　4

実
績
･
能
力
･
態
度
を
Ａ
か
ら
Ｅ
の
５
段

階
で
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
勤
勉
手
当
や

職
員
配
置
の
基
礎
資
料
と
し
て
反
映
さ
せ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
評
価
結
果
が
真

ん
中
の
Ｃ
評
価
に
集
中
す
る
傾
向
や
、
評

価
者
に
よ
る
バ
ラ
つ
き
な
ど
も
あ
り
、
さ

ら
に
評
定
技
術
の
研
修
を
実
施
し
、
技
術

を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

職
員
の
人
材
育
成
で
は
、
昨
年
度
か
ら

人
材
育
成
方
針
と
職
員
研
修
計
画
を
作
成

し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
職
員
の
階
層
や
専

門
性
に
沿
っ
た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

い
組
織
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
平
成　

年
４
月
か
ら
、
二
つ
の
部
と

１８

　

の
課
を
減
ら
す
組
織
改
革
を
行
い
ま
し

１１た
。
さ
ら
に
、
昨
年
４
月
か
ら
は
、
部
課

長
の
権
限
で
組
織
内
の
職
員
配
置
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
職
員
数

と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
組
織
の
改
編
を

進
め
ま
す
。

　

勤
務
評
定
の
結
果
を
、
職
員
の
給
与
や

人
事
に
反
映
さ
せ
て
職
務
へ
の
意
欲
向
上

を
目
指
す
人
事
評
価
制
度
。
平
成　

年
度

１８

か
ら
、
半
年
ご
と
に
全
職
員
の
職
務
上
の

上
水
道
は
、
平
成　

年
度
ま
で
に
、
下
水

２５

道
は
平
成　

年
度
ま
で
に
統
一
さ
れ
る
こ

２１

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
み
の
収
集

方
法
と
、
最
大
で
約
２
倍
の
差
が
あ
っ
た

ご
み
袋
料
金
は
、
昨
年
４
月
か
ら
、
完
全

統
一
し
ま
し
た
。

　

庁
内
に
若
手
職
員
で
組
織
す
る
「
職
場

点
検
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
。

こ
の
チ
ー
ム
を
中
心
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
策
を
立
案
し
、
実
行
し
て
き
ま
し

た
。
ま
ず
、
２
ペ
ー
シ
で
紹
介
し
た
窓
口

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ
こ
に
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
基
に
、
平
成　

年　

月
か
ら
市

１８

１０

民
課
で
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
時
間
を
、
午
後

６
時
ま
で
と
し　

分
延
長
し
ま
し
た
。

４５

　

ま
た
出
生
、
死
亡
、
住
居
移
転
な
ど
、

代
表
的
な
手
続
き
の
手
順
図
を
作
成
し
、

手
続
き
の
順
番
を
分
か
り
や
す
く
掲
示
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
し
、
各
種
申
請
書
類
の
押
印
廃
止
と
添

付
書
類
の
削
減
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
昨
年
度

か
ら
は
、
各
種
申
請
書

類
の
様
式
を
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
合
併
後
の

サ
ー
ビ
ス
統
一
に
も
行

革
の
一
環
と
し
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
合
併
前

の
市
町
村
ご
と
に
異

な
っ
て
い
た
上
下
水
道

料
金
は
、
昨
年
６
月
か

ら
段
階
的
に
調
整
し
、

検証� 財政状況はどうか―類似他市との比較

　平成１６年度から１８年度までの
３年間の財政指標を、全国の類
似団体と比べてみました。
　恵那市の７角形（黄線=１６年
度、青 線=１７年 度、赤 線=１８年
度）が、類似団体の１８年度平均
値（緑線）の正７角形より、外
に広がれば広がるほど状態が良
いことを示します。
　恵那市の場合、平均値に比べ
て特に「将来負担の健全度」「定
員管理の適正度」「人件費・物件
費の適正度」の３指標が大きく
劣っています。これは簡単に言
うと、借金が多く、市職員や施
設も多いため、人件費と物件費

人件費や物件費、借金が多い
も大きくなっているというこ
と。このことは、市債の繰上償
還や、職員数の削減、公の施設
の指定管理者制度移行や統廃合
という当市の行革の方向性を示
しているとも言えます。
　また年度間の推移では、黄線
=１６年度、青線=１７年度、赤線
=１８年度と、悪いながらも、年
を追うごとに外側に向かって改
善していることが分かります。
これは、全国すべての自治体が
行革に取り組んでいる中、ほか
の団体を抜き、類似団体内での
順位を上げているという見方が
できます。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

開
庁
時
間
を　

分
延
長

４５
▲窓口サービスを改善するためアンケートを実施

人
材
育
成
と
組
織
改
革

勤
務
評
定
を
本
格
実
施

　

定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
、
市
役
所
の

職
員
削
減
が
進
む
中
、
簡
素
で
効
率
の
高

注）１６年度決算では、「人件費・物件費等の適正度」の比較はしていません。
　　また類似団体とは、人口や産業構造の似通った全国の自治体を３５の類型に分類したときの同類団体で、
　　１２７団体が属しています。（県内では高山市と美濃加茂市が恵那市と同類）

１４０以上

１２０

１００

８０

６０

４０以下

財政力

将来負担
　の健全度

公債費負担
　の健全度

定員管理
　の適正度

人件費・物件
費等の適正度

給与水準の適正度
　　　（国との比較）

財政構造
　の弾力性

←
財
政
力
が
あ
る

←費用が
少ない

←
ゆ
と
り
が
あ
る

←
良
い

良い→

給
与
が
安
い
→

職
員
が
少
な
い
→

１８年度決算

類似団体平均 １６年度決算

１７年度決算
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協
働
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
行
革
大

綱
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
恵
那

市
に
合
っ
た
協
働
の
進
め
方
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
平
成　

年
度
に
ま
ち
づ
く
り

１８

市
民
協
会
な
ど
と
と
も
に
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
昨
年

度
は
、
こ
の
指
針
に
対
す
る
意
見
を
求

め
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
た
め
、
各
地

域
を
回
っ
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

行
革
行
動
計
画
で
は
、
平
成　

年
度
中

１９

に
、
新
た
な
市
と
市
民
の
協
働
事
業
を
、

５
事
業
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を

立
て
て
い
ま
し
た
。
こ
の
目
標
に
対
し
、

ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会
や
地
域
協
議
会
、

市
職
員
で
研
修
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
協
働

事
業
の
手
順
作
り
や
担
い
手
探
し
を
行
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
新
た
な
具
体
的
協
働

事
業
の
ス
タ
ー
ト
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

一
方
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、　
１３

の
地
域
自
治
区
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
実
行

組
織
が
組
織
さ
れ
、
地
域
振
興
基
金
を
活

用
し
た
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
活
動
に
対
し
、
各
振
興
事
務
所
を
中

心
に
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た　

の
地
域
自

１３

治
区
が
集
ま
っ
た
活
動
発
表
研
修
会
を
開

い
て
、
活
動
の
交
流
を
進
め
ま
し
た
。

ウ
ン
構
想
策
定
協
議
会
」
な
ど
で
、
公
募

委
員
制
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
昨
年

度
、「
審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
に
関
す

る
指
針
」
を
策
定
し
、
会
議
公
開
の
準
備

を
進
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
の
大
き
な
計
画
や
事
業
の

素
案
を
公
開
し
、
市
民
に
検
討
参
加
し
て

も
ら
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
つ

い
て
も
「
情
報
共
有
の
指
針
」
で
手
続
き

の
仕
方
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

「
人
権
施
策
推
進
指
針
」
や
「
地
域
福
祉

計
画
」
な
ど
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
コ
メ
ン

供
コ
ー
ナ
ー
を
、
３
階
に
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
。
さ
ら
に
、
中
央
図
書
館
と

各
振
興
事
務
所
に
も
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
度
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新
。
情
報
を
求
め
て

閲
覧
し
た
人
が
、
欲
し
い
情
報
に
た
ど
り

着
き
や
す
く
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
民
参
画
の
施
策
で
は
、
市
の

各
種
委
員
会
の
規
程
に
、
委
員
の
公
募
を

定
め
る
よ
う
徹
底
し
ま
し
た
。「
次
世
代

育
成
支
援
市
民
会
議
」「
行
財
政
改
革
審
議

会
」「
図
書
館
協
議
会
」「
バ
イ
オ
マ
ス
タ

　

行
革
大
綱
で
は
、
市
民
と
市
役
所
と
の

情
報
共
有
が
、
市
政
へ
の
市
民
参
画
や
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
前
提
だ
と
位
置
付

け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
昨
年
度
、
情
報
共

有
の
基
本
的
な
在
り
方
と
し
て
「
情
報
共

有
の
指
針
」「
情
報
共
有
行
動
計
画
」
を

と
り
ま
と
め
、
そ
れ
に
沿
っ
て
各
種
情
報

共
有
施
策
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
市
役
所
１
階
ホ
ー
ル
に
情
報
提

検証� 行革による経費削減効果は

　行革行動計画の実施による経
費削減効果額は、２年間で１３億
４,９００万円となりました。これ
は、計画策定時に試算した削減
効果額１７億６,６００万円に対し、約
７６�の達成率です。試算との差

２年間で１３億４,９００万円を節約
の主な理由は、職員数の削減
や、公の施設の指定管理者制度
移行の効果が実施した年度では
なく、翌年度から表れることに
よるものです。

情
報
共
有
と
市
民
参
画

情
報
共
有
指
針
を
策
定

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は

指
針
を
策
定
し
て
説
明

注）実績額は、当該年度の決算数値と、行動計画策定時（主に平成１７年度）の比較により算出しています。

実績額（百万円）
改　革　項　目

累計Ｈ１９Ｈ１８

  　７９  　５０  　２９公の施設の指定管理者制度導入

５   　５  　－給食センターおよび共同調理場の統廃合

   　６   　３   　３公の施設の廃止

  　１２   　６   　６居宅介護支援事業所の民間移譲

  　３８  　１９  　１９ＣＡＴＶ等管理運営の外部委託

    ２１３    １７０  　４３内部事務処理の効率化

  　４０  　４０  　－リサイクルセンターの統廃合

  　２１  　１３   　８し尿収集業務の民間委託によるコスト縮減

    １２７  　７７  　５０補助金・負担金の適正化

  　８５  　４３  　４２市税などの収納率の向上（市税）

  　２２  　１１  　１１市税などの収納率の向上（国民健康保険料・介
護保険料・市営住宅料金・保育料・学校給食費）

    ５４８    ４１２    １３６普通会計職員数の削減

  　７１  　３０  　４１日々雇用職員数の削減

  　４４  　２２  　２２各種審議会・委員会委員報酬の見直し

  　２７  　１４  　１３時間外勤務手当の縮減

   　６   　４   　２料金収納率の向上（上水道・簡易水道・下水道）

  　２７  　１９   　８有収率の向上（上水道・簡易水道）

   　２   　１   　１下水道処理区域内の水洗化率の向上

  　１４   　７   　７介護老人保健施設稼働率の向上

  △１５  　１３  △２８料金収納率の向上（病院診療報酬個人負担分）・
病床稼働率の向上・外来患者数の拡大

  △３６  △４２   　６診療所外来患者数の拡大

  　１３   　８   　５その他

 １,３４９    ９２５    ４２４合　　計

特 集

行 革
検
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③

検証� 指定管理者制度の成果は

入園者との対話を重視
ルポ―養護老人ホーム恵光園

　５０人の高齢者が暮らす養護老人ホーム恵光園。平成２０年４月に、

これまでの市の直営施設から、社会福祉法人敬愛会による指定管理

者制度に移行した。民間法人による市の施設の運営は、駅西駐車場

に続いて２例目。新たな歩みから半年が過ぎた恵光園を訪れた。 ▲養護老人ホーム恵光園の米住潤園長

▲理学療法士の指導で体を動かす

　

敬
愛
会
は
、
中
津
川
市
阿
木
で
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
シ
ク
ラ
メ
ン
」、
市
内

大
井
町
で
「
大
井
シ
ク
ラ
メ
ン
」
を
運
営

し
て
い
る
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
恵

光
園
の
指
定
管
理
者
に
手
を
上
げ
た
。

ま
ず
、 
米  
住  
潤 
園
長
に
現
状
を
聞
い
て

よ
ね 
ず
み 
じ
ゅ
ん

み
た
。「
初
め
て
の
指
定
管
理
受
託
と
い

う
こ
と
で
、
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
半

年
が
経
過
し
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
事
故

も
な
く
、
順
調
に
運
営
で
き
て
い
ま
す
」。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
民
間
の
活
力
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
サ
ー
ビ
ス
や
効

率
性
を
上
げ
る
制
度
。
で
は
、
市
の
直
営

と
比
べ
て
ど
こ
が
変
わ
っ
た
の
か
聞
く

と
、
答
え
は
意
外
だ
っ
た
。「
老
人
ホ
ー

ム
は
、
お
年
寄
り
の
生
活
の
場
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
ま
ず
、
生
活
環
境
を
大
き
く

変
え
な
い
こ
と
が
第
一
で
す
。
市
営
の

施
設
と
し
て
長
年
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ

た
こ
と
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」。
市
職
員　

人
は
１
人
が
退
職
、　

１３

１２

人
は
異
動
し
た
。
し
か
し
、
入
園
者
に

と
っ
て
最
も
身
近
な
生
活
支
援
の
ス

タ
ッ
フ
は
、
市
直
営
時
代
の
臨
時
職
員　
１０

人
の
う
ち
９
人
が
敬
愛
会
の
職
員
と
し

て
採
用
さ
れ
、
途
中
退
職
し
た
２
人
を
除

い
た
７
人
が
残
っ
て
い
る
。
一
日
の
生

活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
年
間
の
園
の
行
事

も
、
す
べ
て
引
き
継
い
だ
。
入
園
者
の
一

番
の
楽
し
み
の
食
事
。
米
住
園
長
は
、

「
入
園
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
献
立
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
栄
養
士
と
日
々

衝
突
し
て
い
ま
す
」
と
笑
う
。

　

入
園
者
の
一
人
、
自
治
会
長
の
杉
村
又

市
さ
ん
（　

）
に
聞
い
て
み
た
。「
運
営
が

９３

変
わ
っ
て
ま
だ
日
が
浅
い
の
で
、
何
が
変

わ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
ご
飯
も
、

良
く
な
っ
た
と
い
う
人
と
、
悪
く
な
っ
た

と
い
う
人
と
ど
ち
ら
も
い
る
が
、
わ
し
は

良
く
な
っ
た
と
思
う
よ
」。

　

で
は
、
市
の
直
営
と
の
違
い
は
何
な
の

か
。
米
住
園
長
は
「
ま
ず
、
専
門
職
員
を

法
人
内
の
異
動
に
よ
り
効
率
的
に
配
置

で
き
る
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
行
事
な
ど
を

行
う
際
、
人
や
物
な
ど
の
施
設
間
の
協
力

に
よ
り
幅
広
く
取
り
組
め
ま
す
。
ま
た
、

設
備
関
係
の
業
者
は
法
人
内
で
統
一
し
、

運
営
関
係
の
業
者
も
法
人
の
規
程
に

よ
っ
て
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な

改
善
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

言
う
。
こ
う
し
た
経
費
面
で
の
削
減
努

力
は
、
市
が
敬
愛
会
に
支
払
う
指
定
管
理

料
に
表
れ
て
い
る
。
市
直
営
の
と
き
約

１
億
４
千
万
円
だ
っ
た
運
営
経
費
は
、
１

億
１
千
万
円
の
指
定
管
理
料
と
な
っ
た
。

約　
�
の
経
費
削
減
効
果
で
あ
る
。

２１

　

経
費
削
減
以
外
の
面
で
も
「
ぼ
つ
ぼ
つ

シ
ク
ラ
メ
ン
の
色
を
出
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
得
意
な
の
で
、
そ
の
経

験
を
こ
こ
で
も
生
か
し
た
い
で
す
ね
」。

高
齢
期
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

５
月
か
ら
始
め
た
健
康
体
操
ク
ラ
ブ
で

は
、
理
学
療
法
士
の
指
導
に
よ
り　

人
ほ

３０

ど
の
入
園
者
が
笑
顔
で
体
を
動
か
す
。

　

米
住
園
長
は
「
敬
愛
の
心
で
日
々
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
３
年
後
の
指
定
管
理

期
間
を
終
え
た
と
き
、
次
も
ま
た
お
願
い

し
た
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
園

の
運
営
を
し
た
い
」
と
、
静
か
に
意
気
込

ん
で
い
る
。
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検証� 協働は進んでいるか

▲食品トレイを持ち込む市民

▲ペットボトルはキャップとラベルを外す

▲市民エコ会議の長谷川美津恵代表

市民、企業、行政が役割分担
ルポ―日曜リサイクル広場

　資源ごみをごみとして出さず、少しでも資源として回収しようと、

「日曜リサイクル広場」の活動が始まって１年。市民団体と企業、行

政のスクラムで確実な成果が挙がっている。行革の目指す「協働」

のモデルケースとも言えるこの活動を追ってみた。

手
助
け
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
、
最
近

は
み
ん
な
で
一
緒
に
や
っ
て
い
る
と
い

う
実
感
が
出
て
き
ま
し
た
」。

　

昨
年　

月
の
初
開
催
か
ら
、
間
も
な
く

１０

１
年
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
、
１
０
０�

余
り
の
資
源
ご
み
が
回
収
さ
れ
た
。
恵

那
市
で
は
、
１�
の
ご
み
を
処
理
す
る
の

に
６
万
２
千
円
の
経
費
が
掛
か
る
の
で
、

年
間
で
６
百　

万
円
ほ
ど
の
経
費
が
削

５０

減
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
ご
み
処

理
施
設
で
の　
�
弱
の
温
室
効
果
ガ
ス

９０

削
減
効
果
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

や
り
が
い
は
、
こ
う
し
た
削
減
効
果
だ

け
で
は
な
い
。「
お
年
寄
り
が
食
品
ト
レ

イ
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
持
ち
込
み
、
本
当

に
ご
苦
労
さ
ん
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
と
、

ご
み
を
資
源
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち

が
自
分
た
ち
と
同
じ
だ
と
い
う
こ
と
が

伝
わ
っ
て
き
て
、
心
か
ら
う
れ
し
く
な
り

ま
す
」
と
、
長
谷
川
さ
ん
。

　
「
今
後
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
の
運
営

だ
け
で
な
く
、
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
３

Ｒ
（
リ
ユ
ー
ス
・
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
）
を
広
げ
る
活
動
も
し
て
い
き
た
い

で
す
。
市
の
出
前
講
座
に
も
登
録
し
ま

し
た
し
、
長
島
小
学
校
や
恵
那
北
小
学
校

で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
３
Ｒ
の
話
を
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
い
つ
で
も
、
誰

で
も
資
源
ご
み
を
持
ち
込
め
る
常
設
の

広
場
が
出
来
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
、
夢

が
広
が
る
。

　

８
月
の
第
３
日
曜
日
。
恵
那
総
合
庁
舎

の
駐
車
場
に
は
、
早
朝
か
ら
ひ
っ
き
り
な

し
に
車
が
出
入
り
す
る
。
こ
の
日
は
月
に

一
度
の
「
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」
の
開

催
日
。
回
収
す
る
品
目
は
、
紙
類
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
、
古

着
、
瓶
類
な
ど
の
資
源
ご
み　

品
目
。
こ

１５

の
日
１
日
で
、
９
・
４�
が
回
収
さ
れ
、

資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。

　

こ
の
活
動
に
取
り
組
む
の
は
、「
市
民

エ
コ
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー　

人
。
市
環
境

２７

課
の
出
前
講
座
で
、
ご
み
処
理
に
年
間　
１０

億
円
以
上
か
か
る
と
聞
い
て
驚
い
た
市
民

を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
。

　

広
場
の
運
営
は
、
メ
ン
バ
ー
の
半
数
が

１
カ
月
交
代
で
行
う
。
駐
車
場
の
整
理
か

ら
、
品
目
ご
と
の
ブ
ー
ス
で
の
受
け
取

り
、
分
別
、
整
理
な
ど
が
市
民
エ
コ
会
議

の
仕
事
。
資
源
を
回
収
す
る
事
業
者
４
団

体
か
ら
も
、
６
人
ほ
ど
の
社
員
が
出
て
、

資
源
の
受
け
取
り
と
搬
送
を
行
う
。

　

市
役
所
は
、
会
場
の
確
保
や
開
催
の
Ｐ

Ｒ
、
コ
ン
テ
ナ
や
横
断
幕
な
ど
の
資
材
の

提
供
と
瓶
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

へ
の
搬
送
を
受
け
持
つ
。
毎
回
、
環
境
課

の
職
員
３
人
ほ
ど
が
一
緒
に
汗
を
流
す
。

　
「
日
曜
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」
で
は
、
市

民
、
企
業
、
行
政
の
役
割
分
担
で
、
う
ま

く
協
働
の
形
が
で
き
つ
つ
あ
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
市
民
エ
コ
会
議
代
表
の
長
谷
川

美
津
恵
さ
ん
に
聞
い
た
。「
協
働
は
う
ま

く
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
活
動
に

市
役
所
が
か
か
わ
っ
て
も
ら
え
る
こ
と

で
、
会
場
の
確
保
や
活
動
の
ま
と
ま
り
が

で
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
回
収
業
者

の
方
も
、
ブ
ー
ス
の
配
置
に
ア
イ
デ
ア
を

出
し
て
く
れ
た
り
、
お
年
寄
り
の
搬
入
を

特 集

行 革
検
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２
年
間
の
集
中
改
革
期
間
の
検
証
を
踏
ま
え
、「
行
財
政
改
革
後
期
行
動
計
画
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
審
議
会
で
、
昨
年　

月
か
ら
３
回
の
審
議
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
期
間
は
、
平

１２

成　

年
度
末
ま
で
の
２
年
半
。
自
治
体
規
模
の
一
層
の
減
量
化
、
大
規
模
公
共
施
設
の
統
廃
合
や
、
さ
ら

２２
な
る
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
、
協
働
事
業
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
、
こ
の
２
年
間
以
上
に
ハ
ー
ド
ル
の
高

い
改
革
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
正
念
場
を
迎
え
た
「
経
営
」
と
「
協
働
」
の
取
り
組
み
。
そ
の

主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

行
政
の
減
量
化
を
加
速

　

職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
る
た
め
、
部

課
長
が
音
頭
を
取
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

課
の
使
命
や
特
性
を
踏
ま
え
た
年
間
の
目

標
を
設
定
し
、
目
標
に
よ
る
管
理
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
部
課
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
、
職
員
個
人
が
「
目
標
管
理

シ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
進
行
管
理
を
行
い

ま
す
。
部
課
の
目
標
達
成
状
況
は
、
半
年

ご
と
に
市
長
が
直
接
聞
き
取
っ
て
指
示
。

こ
の
目
標
と
達
成
状
況
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

　

接
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
は
、
市
の
す

べ
て
の
施
設
に
来
ら
れ
た
市
民
に
、
接
遇

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー（
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
）

が
率
先
し
、
職
員
か
ら
の
あ
い
さ
つ
を
徹

底
す
る
「
声
掛
け
運
動
」
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
月
２
回
、
職
員
に
よ
る
交
通
安
全

街
頭
指
導
や
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
の
清
掃
活

動
へ
の
参
加
を
促
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

「
I
S
O
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」や

「
I
S
O
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
を
中
心
に
、
紙

使
用
料
の
削
減
や
職
場
廃
棄
物
の
削
減
な

ど
を
実
践
。
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

意
識
改
革
を
行
い
ま
す
。

　

埋
も
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
職
員
提

案
制
度
は
、
定
期
的
・
集
中
的
に
一
人
一

提
案
を
募
集
し
、
職
員
各
自
の
事
務
改
善

意
識
を
高
揚
さ
せ
ま
す
。

市
職
員
の
意
識
改
革
は

目
標
管
理
に
取
り
組
む

行
財
政
改
革
後
期
行
動
計
画
が
ス
タ
ー
ト

市
民
と
の
協
働
を
実
践

▲市行財政改革審議会での審議

▲ごみ処理施設をエコセンター恵那に統合

▲市職員の意識改革が重要なポイント

※１ ４指標＝①実質公債費比率：標準的な年間収入が、一般会計の負担する借金などの返済に、どのくらい充てているかの割合。（３年間
の平均）②実質赤字比率：一般会計などの実質赤字額の標準的な年間収入に対する比率 ③連結実質赤字比率：一般会計など、特別会計、
企業会計を含めた実質赤字額の標準的な年間収入に対する比率 ④将来負担比率：一般会計が背負っている借金など（企業会計や特別会計
などを含む）が、一般会計の標準的な年間収入の何年分かを示すもの

9　2008.10.1

９
万
円
の
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償

還
を
行
う
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
実

質
公
債
費
比
率
（
３
カ
年
平
均
）
は
、　
１９

年
度
の　

・
４�
が
、　

年
度
に
は　

・

１５

２２

１４

３�
と
な
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
利
子
軽

減
額
の
試
算
額
は
、
５
億
５
４
３
０
万
円

で
す
。

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
移
行

は
、
地
域
集
会
施
設
や
体
育
施
設
を
中
心

に
、
平
成　

年
度
末
ま
で
に
さ
ら
に
、　

２２

２１

施
設
を
目
標
と
し
ま
し
た
。
ま
た
福
祉
関

連
施
設
を
中
心
に
、
平
成　

年
度
以
降
の

２３

移
行
を
目
指
し
、　

施
設
に
つ
い
て
検
討

１７

を
進
め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分
野
別
の
内
訳

は
、
表
１
の
通
り
で
す
。

　

公
の
施
設
の
統
廃
合
で
は
、
こ
と
し
４

月
に
統
廃
合
し
た
「
武
並
保
育
園
」
に
続

き
、
他
の
保
育
園
で
も
、
１
町
１
園
を
基

本
と
し
て
、
統
廃
合
の
調
査
研
究
を
進
め

ま
す
。
火
葬
場
で
は
、
来
年
４
月
か
ら

「
け
い
な
ん
斎
苑
」
を
「
え
な
斎
苑
」
に

統
合
し
ま
す
。
ま
た
市
内
に
２
つ
あ
る
し

尿
処
理
施
設
「
藤
花
苑
」
と
「
恵
南
衛
生

セ
ン
タ
ー
」
は
、
本
年
度
よ
り
、 
バ 
イ
オ

※
２

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
一
環
と
し
て
統
廃
合

の
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

す
べ
き
財
政
指
標
に
つ
い
て
定
め
ま
し

た
。
ま
ず
、
平
成　

年
度
決
算
で　

・
１

１９

８９

�
だ
っ
た
「
経
常
収
支
比
率
」
は
、
平
成

　

年
度
に　
�
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た

２２

８５

「
実
質
公
債
費
比
率
」「
実
質
赤
字
比
率
」

「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」「
将
来
負
担
比
率
」

の 
４ 
指
標
は
、
平
成　

決
算
年
度
と
し
て

※
１

１９

本
年
度
か
ら
公
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
本

年
度
中
に
こ
れ
ら
４
指
標
の
将
来
目
標
数

値
を
作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
新
地
方
公
会
計
制
度
研
究
会
報
告

書
に
基
づ
く
財
務
書
類
４
表
（
貸
借
対
照

表
・
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
・
純
資
産
変
動

計
算
書
・
資
金
収
支
計
算
書
）
を
、
平
成

　

年
度
決
算
（
来
年
度
実
施
）
か
ら
作
成

２０し
て
公
表
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
に
策
定
し
た
財
政
健

全
化
計
画
に
基
づ
き
、
平
成　

年
度
か
ら

１９

　

年
度
ま
で
の
３
年
間
で
総
額　

億
２
０

２１

１９

　

市
の
職
員
数
の
適
正
化
で
は
、
普
通
会

計
職
員
数
を
平
成　

年
度
末
に
５
４
５
人

２２

と
す
る
と
い
う
目
標
は
変
え
ま
せ
ん
。
定

員
適
正
化
計
画
に
沿
っ
て
、
一
般
職
の
採

用
を
控
え
、
勧
奨
退
職
制
度
を
強
化
し
て

目
標
達
成
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
上

下
水
道
や
病
院
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
、

ほ
か
の
特
別
な
会
計
の
職
員
に
つ
い
て

も
、
適
正
な
職
員
数
を
検
討
し
ま
す
。

　

次
に
、
財
政
規
模
の
適
正
化
で
は
、
平

成　

年
度
で
２
７
５
億
円
の
一
般
会
計
の

２０
予
算
規
模
を
、
平
成　

年
度
で
は
２
４
４

２２

億
円
、
平
成　

年
度
で
は
２
２
６
億
円
を

２７

目
指
す
、
と
い
う
行
動
計
画
当
初
の
目
標

は
変
更
し
ま
せ
ん
。

　

財
政
規
模
の
縮
小
に
合
わ
せ
て
、
目
指

財
政
構
造
の
改
革
は

　

施
設
を
指
定
管
理
に

２１

特 集

行 革
検

※２バイオマスタウン構想＝地域の有機性資源（し尿・浄化槽汚泥、間伐材、菜種など）を活用して、循環型社会の実現や産業の活性化
を図る構想。市では平成２０年度中にバイオマスタウン構想を策定します。

地域集会施設（４施設）
　

平
成　

年
度
末
ま
で
に
移
行
す
る
施
設

２２

市民の家・二葉会館・椋実公会堂・飯地町
南集会所

農林関連施設（１施設）
上矢作林業センター

文化関連施設（１施設）
恵那文化会館

体育関連施設（１４施設）
北運動広場・中野方運動広場・岩村グラウ
ンド・明智グラウンド・上矢作体育館・上
矢作山村広場・山岡弓道場・明智弓道場・
串原弓道場・上矢作弓道場・明智B＆G海洋
センター・上矢作プール・明智武道館・毛
呂窪体育館

保育園（１施設）
福祉関連施設（２施設）
　

移
行
を
検
討
す
る
施
設

介護老人保健施設ひまわり・養護老人ホー
ム福寿苑

地域集会施設（４施設）
藤多目的研修センター・中野自治会館・中
野会館・ふれあい会館吉良見

商工関連施設（２施設）
明智文化センター・串原チャレンジハウス
創手味亭

文化関連施設（５施設）
中央図書館・中山道広重美術館・中山道ひ
し屋資料館・明智かえでホール・サンホー
ルくしはら

保育園（４施設）

表１　指定管理等の移行計画

コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
」に
統
合
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
統
合
後
の
エ
コ
セ
ン
タ
ー
は
稼

働
時
間
を
８
時
間
か
ら　

時
間
連
続
稼
動

２４

に
変
更
し
、
燃
料
費
を
削
減
し
ま
す
。
そ

の
ほ
か
も
、
老
朽
化
に
よ
り
利
用
者
が
見

込
め
な
い
施
設
や
、
移
譲
な
ど
が
可
能
な

施
設
は
、
廃
止
の
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

　

庁
舎
経
費
の
削
減
で
は
、「
I
S
O
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
や
「
I
S
O
推

進
リ
ー
ダ
ー
」
が
指
導
者
と
な
っ
て
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
と
、
庁
舎
経

費
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
平
成　
２２

年
度
ま
で
に
、
紙
使
用
料
を
平
成　

年
度

１９

使
用
料
の
６�
削
減
を
目
標
と
し
た
取
り

組
み
や
、
一
週
間
の
職
場
か
ら
出
る
ゴ
ミ

を
１
４
５
０�
か
ら
１
３
６
０�
に
削
減

す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

市
税
や
上
下
水
道
料
金
な
ど
の
収
納
率

の
向
上
で
は
、
平
成　

年
度
収
納
率
の
目

２２

標
数
値
を
掲
げ
、
全
庁
方
式
に
よ
る
臨
戸

訪
問
な
ど
の
滞
納
整
理
を
実
施
。
ま
た
財

産
差
し
押
さ
え
を
中
心
と
す
る
滞
納
処
分

を
強
化
し
、
目
標
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

都
市
計
画
税
の
課
税
区
域
、
課
税
地

目
、
税
率
に
つ
い
て
、
職
員
に
よ
る
「
都

市
計
画
税
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
、

公
平
性
を
確
保
で
き
る
税
体
制
を
目
指
し

ま
す
。
平
成　

年
度
ま
で
に
行
わ
れ
る
都

２２

市
計
画
区
域
の
見
直
し
と
合
わ
せ
て
、
都

市
計
画
税
の
課
税
区
域
、
課
税
地
目
、
税

率
の
素
案
を
作
成
し
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
高
騰
す
る
燃

料
費
な
ど
の
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
た
め

に
、「
恵
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ

ら
」
を
廃
止
し
て
、
平
成　

年
度
か
ら
「
エ

２２

ご
み
処
理
施
設
を
統
合
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織
と
各
所
属
定
員
の
検
証
を
行
い
、
見
直

し
案
を
作
成
し
て
、
組
織
の
改
編
を
進
め

ま
す
。

　

人
事
評
価
制
度
の
精
度
向
上
で
は
、
人

事
評
価
の
結
果
を
、
給
与
・
手
当
・
職
員

配
置
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
本
格
的
に
活

用
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
評
価
の
精
度
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
検
討
会
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
評
定
の
結
果
を
数
値
で
公
表

し
、
評
定
者
研
修
へ
の
反
映
と
、
精
度
の

向
上
を
行
い
ま
す
。

　

職
員
研
修
制
度
の
充
実
で
は
、
人
材
育

成
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
職
員
研
修
計
画

を
作
成
。
求
め
ら
れ
る
職
員
像
に
向
か
っ

て
各
種
職
員
研
修
を
充
実
し
て
、
職
員
一

人
一
人
の
能
力
向
上
と
、
意
識
改
革
を
行

い
ま
す
。

員
を
指
導
す
る
目
的
で
、
職
場
の
リ
ー

ダ
ー
養
成
の
接
遇
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研

修
を
行
い
ま
す
。
ま
た
接
客
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
て
、
顧
客
志
向
の
徹
底
な
ど
職

員
研
修
を
行
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
を
最

大
限
活
用
し
、
市
民
の
暮
ら
し
に
直
接
か

か
わ
る
事
務
に
つ
い
て
、
国
や
県
か
ら
の

事
務
移
譲
の
受
け
入
れ
を
進
め
ま
す
。

　

児
童
・
生
徒
の
数
が
減
少
し
続
け
、
市

内
全
体
に
小
中
学
校
の
小
規
模
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
教
育
環
境
の
観

点
か
ら
、
小
中
学
校
の
将
来
的
な
在
り
方

に
つ
い
て
、
保
護
者
代
表
者
、
学
校
代
表

者
や
市
民
代
表
者
で
組
織
す
る
小
規
模
教

育
検
討
委
員
会
を
、
こ
と
し　

月
か
ら
設

１０

置
し
て
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

　

す
べ
て
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
等
し

く
教
育
・
保
育
を
提
供
す
る
た
め
、
幼
稚

園
と
保
育
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。
認
定
こ
ど
も
園
は
、
保

護
者
の
就
労
に
関
係
な
く
、
保
育
・
教
育

を
行
う
保
育
園
と
幼
稚
園
が
一
体
と
な
っ

た
よ
う
な
施
設
で
す
。

　

窓
口
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
来
庁
者
満
足

度
の
目
標
は
、「
満
足
」「
や
や
満
足
」
と

い
う
回
答
の
合
計
を　
�
に
設
定
し
て
い

８０

ま
し
た
。
し
か
し
、
す
で
に
目
標
を
ク
リ

ア
し
た
の
で
、「
満
足
」
と
い
う
回
答
だ
け

で　
�
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ

８０
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
窓
口
担
当
職

市
民
サ
ー
ビ
ス
は

小
中
学
校
規
模
を
検
討

▲大井町地域防犯パトロール隊による「夏休み一斉パトロール」の様子

人
材
育
成
と
組
織
改
革

　

定
員
適
正
化
計
画
で
目
標
と
す
る
普
通

会
計
職
員
数
の
５
４
５
人
で
、
市
政
を
運

営
で
き
る
簡
素
で
効
率
の
高
い
組
織
を
構

築
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
年
度
中
に
組

情
報
共
有
と
市
民
参
画

各
種
の
委
員
会
を
公
開

　

市
民
と
の
情
報
共
有
は
、
昨
年
度
と
り

ま
と
め
た
「
情
報
共
有
の
指
針
」
に
沿
っ

て
、
各
種
情
報
共
有
施
策
を
進
め
ま
す
。

ま
ず
広
報
紙
の
充
実
で
は
、
広
報
え
な

を
、
最
も
基
本
的
な
市
民
と
の
情
報
共
有

媒
体
と
し
て
位
置
付
け
、
市
民
参
画
方
式

を
含
む
、
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
、
分
か

り
や
す
く
て
親
し
み
や
す
い
広
報
紙
と
な

る
よ
う
、
編
集
姿
勢
の
改
善
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
総
合
的
な
情
報

人
事
評
価
の
精
度
向
上

共
有
媒
体
と
位
置
付
け
、
情
報
提
供
機
能

を
充
実
さ
せ
ま
す
。
特
に
、
市
民
や
市
の

外
部
か
ら
の
サ
イ
ト
訪
問
者
に
対
し
て
、

分
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や
す
い
情
報
提

供
を
行
う
た
め
、
利
用
者
の
意
見
を
反
映

さ
せ
て
改
善
し
ま
す
。
ま
た
各
課
な
ど
で

情
報
提
供
担
当
者
を
選
出
し
、
研
修
な
ど

を
行
い
な
が
ら
コ
ン
テ
ン
ツ（
内
容
）の
充

実
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を
利
用
し
た
行
政

放
送
番
組
は
、
本
年
度
市
内
全
域
へ
の

サ
ー
ビ
ス
開
始
に
よ
り
、
行
政
放
送
番
組

と
音
声
告
知
放
送
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま

す
。
ま
た
平
成　

年
度
ま
で
の
防
災
行
政

２１

無
線
整
備
に
よ
り
、
音
声
告
知
放
送
と
の

運
用
の
分
類
を
し
て
、
平
成　

年
度
以
降

２２

の
運
用
を
行
い
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
市
民
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
情
報
を
配
信
す
る
、
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
。
こ
と
し
９
月

か
ら
防
災
、
生
活
安
全
、
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
園
の
情
報
配
信
を
開
始
し
て
お
り
、

さ
ら
に
配
信
情
報
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　

市
政
に
関
す
る
各
種
の
委
員
会
や
審
議

会
な
ど
を
公
開
し
、
市
民
参
画
を
進
め
ま

す
。
こ
の
た
め
、
会
議
や
会
議
録
の
公

開
、
委
員
の
公
募
枠
設
定
を
進
め
ま
す
。

ま
た
市
が
重
要
な
政
策
を
実
施
す
る
場

合
、
あ
ら
か
じ
め
原
案
を
公
表
し
て
市
民

か
ら
意
見
を
求
め
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
政

策
内
容
を
決
定
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
制
度
を
定
着
さ
せ
ま
す
。
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市
民
サ
ー

ビ
ス
の
中
か

ら
協
働
に
な

じ
む
も
の

を
、
実
現
性

や
効
果
の
点

か
ら
市
民
と

行
政
と
の
協

働
作
業
で
洗

い
出
し
、
協
働
事
業
と
し
て
の
展
開
を
進

め
ま
す
。
ま
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
指
針

を
受
け
て
、
協
働
事
業
の
身
近
な
事
例
を

載
せ
た
事
例
集
を
、
本
年
度
中
に
作
成
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
市
民
活
動
情
報
サ
イ
ト
を
本
年
度

に
構
築
し
て
、
市
民
活
動
に
関
す
る
情
報

の
収
集
と
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
自
主
的
・
主
体
的
な
公
益
活
動

に
対
し
て
助
成
す
る
ま
ち
づ
く
り
市
民
活

動
推
進
助
成
事
業
を
、
よ
り
効
果
の
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
、
本
年
度
に
市
民
活
動

推
進
事
業
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
、
ま
ち

づ
く
り
基
金
助
成
事
業
の
在
り
方
を
検
討

し
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会

な
ど 
中 
間
支
援
組
織
と
の
定
期
的
な
打
ち

※
３

合
わ
せ
や
、
ま
ち
づ
く
り
学
習
な
ど
の
連

携
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
民
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
活

動
団
体
の
相
互
交
流
・
支
援
の
た
め
の
拠

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は

協
働
事
業
を
洗
い
出
す

点
施
設
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

　

市
民
活
動
の
う
ち
、
地
域
自
治
区
内
で

活
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
団
体
や
そ
の
他
の

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
に
対
し
、
各
振

興
事
務
所
を
中
心
に
活
動
支
援
を
行
い
、

地
域
づ
く
り
基
金
に
よ
る
活
動
資
金
の
助

成
を
行
い
ま
す
。
ま
た　

の
地
域
自
治
区

１３

で
展
開
さ
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

発
表
会
を
行
い
、
地
域
の
情
報
交
換
を
図

り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
を
学
び
生
か
す
こ
と
を
目

的
に
、
出
前
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研

修
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
研
修
、
地
域

リ
ー
ダ
ー
研
修
、
職
員
研
修
会
な
ど
を
開

き
ま
す
。

特 集

行 革
検

▲市民活動推進助成事業の発表会

詳
細
を
Ｈ
Ｐ
で
公
表

　

行
財
政
改
革
２
年
間
の
検
証
と
、「
後

期
行
動
計
画
」
の
あ
ら
ま
し
を
お
伝
え
し

ま
し
た
。
今
後
、
目
標
年
度
の
平
成　

年
２２

度
末
ま
で
の
２
年
半
の
間
、
全
力
で
改
革

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
紙
面
で
は

紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
後
期
行
動
計
画
の

詳
し
い
内
容
や
目
標
数
値
、
計
画
策
定
ま

で
の
行
財
政
改
革
審
議
会
で
の
審
議
内
容

な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ena.lg.jp/

        
 
 
                

□
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
行
財
政
改
革
推

進
係
（
内
線
３
３
２
）

インタビュー　≪恵那市の行革のこれから≫

行政の減量化は進んでいるが･･･。
　恵那市の進めている行財政改革は、総合計画
と車の両輪という位置付けをしており、この考
え方は大切だ。何のために行革をするのかが明
確になっている。行革で節約した財源を、例え
ば「子ども医療」の無料化として生かしている姿
勢は、市民からも歓迎されているのではないか。
　もう一つ優れている点は、行政の減量化に真
剣に取り組んでいること。指定管理者制度なり
繰上償還などがそれ。その成果が２年間で１３億
円余という　　　　　　　大きなお金の削減に
つながっ　　　　　　　　　ている。これらは
行政の　　　　　　　　　　　組織内努力に
よって　　　　　　　　　　　　生み出されて
いる。　　　　　　　　　　　　　そのことは評
価され　　　　　　　　　　　　ていい。ただ
し、職員　　　　　　　　　　　　　　削減を
　

はじめとする行政の減量化は、ぬれぞうきんを
絞るようなもので、いずれ限界が来る。
　そこで、必要となってくるのが「市民協働」と
いう考え方。恵那市の行革大綱でも「協働」を柱
の一つとしているが、まだまだその仕組みが弱
い。行政活動には行政が本来的に担うべき業務
と住民参加によって進めた方が効果的・効率的な
業務がある。
　道路や教育などは行政の本来的な業務だが、
住民の暮らしと観点から考えると、福祉や地域
の活性化など多面的な要望がある。しかし、こ
の多面的な要望を行政任せで実現するのではな
く、住民の知恵や経験で事業化した方が効果的
で効率的な活動もある。住民の取り組みを支援
する民間の組織も必要になる。それは、場合に
よれば自治連合会のようなものでもいいかもし
れないし、まちづくり市民協会、地域自治区でも
いい。こうした組織と連携し恵那市活性化のた
めに、住民の自身によるまちづくり活動を活性
化させることができるかどうかが、行政財政改
革の後半の鍵となるだろう。

恵那市行財政改革審議会オブザーバー恵那市行財政改革審議会オブザーバー

西村貢　西村貢岐阜大学地域学部教授岐阜大学地域学部教授
みつぐみつぐ

※３中間支援組織＝市民活動団体と行政の仲介役として、中間的な立場からまちづくりを支援し、協働を促進する組織。


